
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世
界
遺
産
登
録
後
の
富
士
登
山 

 

去
る
七
月
十
八
日(

木)

毎
年
恒
例

の
身
体
障
害
者
富
士
登
山
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
富
士
登
山
は
世

界
遺
産
登
録
後
の
富
士
山
と
言
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
例
年
よ
り
登
山
客
が

多
く
、
富
士
五
合
目
ま
で
の
ス
バ
ル

ラ
イ
ン
も
駐
車
場
へ
と
向
か
う
車
で

渋
滞
し
て
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
観

光
バ
ス
は
、
そ
の
渋
滞
を
横
目
に
五

合
目
へ
と
先
に
到
着
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
五
合
目
の
広
場
も
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
六

合
目
、
七
合
目
と
各
々
の
目
標
に
向

け
登
山
を
開
始
し
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
時
折
山
頂
を
見
上
げ
な

が
ら
登
山
道
を
登
り
、
す
れ
違
う
登

山
客
も
、
こ
れ
ま
で
経
験
が
無
い
ほ

ど
の
多
さ
で
し
た
。
途
中
昼
食
を
取

り
、
二
時
に
五
合
目
ま
で
下
山
し
、

バ
ス
四
台
が
各
地
に
向
け
出
発
し
ま

し
た
。 

 

富
士
登
山
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
者
の
方
々
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 神奈川県身体障害者連合会会報 

 

 

発 行 (公財)神奈川県身体障害者連合会 

  会 長 戸井田 愛 子 

  〒221-0844 

   横浜市神奈川区沢渡4-2 

   電話 045-311-8736 FAX 045-316-6860 

編 集 ｢身障かながわ｣編集委員会 

      編集委員長 新 井 修 身 

印 刷 内村印刷株式会社 

□障害者差別解消法の概要について……………………② 
□奉仕活動に思う（秦野市）……………………………③ 
□女性部を振り返って（相模原市）……………………③ 
□文化・芸術祭、福祉大会案内…………………………④ 
□神奈川県視覚障害者福祉大会報告……………………④ 

□さんぽみち（鎌倉市）………………………………⑤ 
□みんなの広場（藤沢市）……………………………⑤ 
□聴覚障害者の視点……………………………………⑥ 
□県身連事業予定（１０月～１２月）………………⑥ 
□編集室から……………………………………………⑥ 
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(2) 第124号        身 障 か な が わ      平成 25年 10月 15日 

☆厚生労働省ホームページ h t tp : / /w ww .mh lw . g o . j p /  

障害者基本法第4条  基本原則 差別の禁止 

第１項：障害を理由とする差別等の権利侵害行為の禁止 

〔何人も、障害者に対して、障害を理由として、差別することその他の権利利益を侵害する行 
為をしてはならない。〕 

第２項：社会的障壁の除去を怠ることによる権利侵害の防止 

〔社会的障壁の除去は、それを必要としている障害者が現に存し、かつ、その実施に伴う負担 
が過重でないときは、それを怠ることによって前項の規定に違反することとならないよう、その 
実施について必要かつ合理的な配慮がされなければならない。〕 

 

 

 
Ⅱ．差別を解消するための支援措置 

 

第３項：国による啓発・知識の普及を図るための取組 

〔国は、第一項の規定に違反する行為の防止に関する啓発及び知識の普及を図るため、当該行 
為の防止を図るために必要となる情報の収集、整理及び提供を行うものとする。〕 

 

 
Ⅰ．差別を解消するための措置 

合理的配慮の不提供の禁止 

国・地方公共団体等 

努力義務 民間事業者 

法的義務 

差別的取扱いの禁止 

国・地方公共団体等 

民間事業者 
法的義務 

政府全体の方針として、差別の解消の推進に関する基本方針を策定 (閣議決定) 

  ● 国・地方公共団体等  ⇒  当該機関における取組に関する要領を策定※ 

  ● 事業者        ⇒  事業分野別の指針（ガイドライン）を策定 
                                 ※地方の策定は努力義務 

          ● 主務大臣による民間事業者に対する報告徴収、助言・指導、勧告 実効性の確保 

具体的な対応 

施行日：平成２８年４月１日(施行後３年を目途に必要な見直し検討) 

           
● 国内外における差別及び差別の解消に向けた取組に関わる情報の収集、整理及び提供 

情報収集等 

           
● 普及・啓発活動の実施 

啓発活動 

           
● 障害者差別解消支援地域協議会における関係機関等の連携 

地域における連携 

           
● 相談・紛争解決の体制整備 ⇒ 既存の相談、紛争解決の制度の活用・充実 

紛争解決・相談 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

奉
仕
活
動
に
関
わ
り
を
持
っ
た
の
は
、

秦
野
市
が
市
制
五
十
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
市
内
今
泉
地
区
に
あ

る
湧
水
池
の
湧
水
を
活
用
し
、
年
間

を
通
し
て
桜
が
楽
し
め
る
よ
う
に
と

の
目
的
で
桜
の
木
五
十
本
植
栽
し
て

「
今
泉
名
水
桜
公
園
」
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た
。
そ
の
園
内
に
わ
が
協
会

も
前
年(

十
七
年
五
月)

創
立
五
十
周

年
記
念
行
事
を
実
施
し
、
そ
の
記
念

と
し
て
募
金
活
動
や
皆
さ
ん
の
善
意

に
よ
り
桜
の
木
を
市
に
寄
贈
し
て
か

ら
で
す
。 

奉
仕
活
動
に
思
う 

 

秦
野
市 

藤
田

ふ

じ

た 

健
二

け

ん

じ 

 

奉
仕
活
動
は
無
報
酬
の
自
主
活
動

で
す
。 

 

私
達
、
秦
野
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
は
、
平
成
十
八
年
四
月
よ
り
公

園
清
掃
の
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
公
園
の
清
掃
は
決
め
ら
れ
た
日

程(

月
一
～
二
回
、
年
約
二
十
二
回
） 

に
よ
り
、
身
体(

障
害) 

に
無 

理
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
心
掛 

け
、
リ
ハ
ビ
リ
感
覚
で
参
加
し 

て
い
ま
す
。
作
業
は
各
々
が
障 

害
の
程
度
に
よ
り
平
坦
、
斜
面
と 

分
散
し
行
い
、
使
用
す
る
用
具
も 

春
・
夏
は
雑
草
、
秋
・
冬
は
落 

葉
と
で
異
な
り
ま
す
。
四
季
咲

き
の
桜
の
下
の
芝
生
の
中
に
生
え
る

雑
草
、
特
に
「
杉
菜
」
は
厄
介
で
成

長
が
速
く
手
に
持
つ
袋
は
す
ぐ
満
杯

と
な
る
。
ま
た
夏
は
暑
い
、
冬
は
寒

い
中
で
の
作
業
は
正
直
言
っ
て
辛
い
、

梅
雨
時
に
は
蚊
の
襲
来
を
受
け
血
を 

吸
わ
れ
る
。
ふ
と
手
を 

休
め
考
え
る
、
老
い
の 

血
は
そ
ん
な
に
美
味
し 

い
の
だ
ろ
う
か
！
と
。 

こ
の
公
園
は
湧
水
池
が
あ
り
、
平
坦

あ
り
、
起
伏
あ
り
の
本
格
的
で
綺
麗

な
公
園
で
、
折
々
の
四
季
は
歩
く
楽

し
み
と
共
に
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
。
春
は
花
咲
き
、
夏
は
濃
い
緑
葉
、

秋
は
木
々
を
色
鮮
や
か
に
染
め
、
冬

は
落
葉
が
舞
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
が

私
達
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
更
に
市

の
観
光
マ
ッ
プ
に
も
載
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
園
内
か
ら
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
「
名
峰
富
士
山
」

も
眺
め
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
公
園
で

す
。
今
年
で
清
掃
の
奉
仕
活
動
も
七

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
続

け
ら
れ
た
の
は
、
作
業
は
辛
く
苦
し

い
け
れ
ど
も
、
よ
い
汗
を
か
い
た
後

の
園
内
に
あ
る
東
屋
で
、
そ
の
日
参

加
し
た
仲
間
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
歓
談
は
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
こ

と
、
ま
た
年
間
を
通
し
て
の
会
員
の

皆
さ
ん
の
参
加
、
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
が
許
す
ま
で

奉
仕
活
動
を
続
け
ら
れ
た
ら
な
ぁ
！
！ 

女
性
部
を
振
り
返
っ
て 

 

相
模
原
市 

井
上

い
の
う
え 

昭 て
る

江 え 

 

気
力
、
体
力
、
若
さ
に
ま
か
せ
て

夢
中
で
過
ご
し
た
日
々
の
様
に
思
い

ま
す
。
け
れ
ど
も
浅
学
の
身
で
は
、

会
員
の
方
か
ら
の
悩
み
の
諸
相
談
に

は
、
と
て
も
難
し
く
一
緒
に
悩
ん
だ

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

広
く
県
下
の
方
々
と
ご
一
緒
し
た

勉
強
会
や
社
会
見
学
、
手
芸
な
ど
楽

し
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
持
ち
帰
っ
て
の
手
芸
講
習
、
文
化

祭
、
さ
く
ら
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に

能
力
、
体
力
の
限
界
を
感
じ
て
退
任

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
も
諸
先
輩
の
指
導
、
会
員
の

方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
、
何
と
か
続
け
ら
れ
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

私
も
若
い
頃
は
、
陸
上
、
卓
球
な

ど
を
皆
様
と
楽
し
み
ま
し
た
が
、
今

は
さ
さ
や
か
に
水
泳
を
続
け
て
い
る

状
態
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
の
経
験
を

心
の
支
え
と
し
て
、
悔
い
の
な
い
境

地
を
少
し
で
も
味
わ
え
た
ら
、
い
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。 
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第
五
八
回
神
奈
川
県
身
体
障
害
者 

福
祉
大
会
開
催
案
内 

 

第
五
八
回
神
奈
川
県
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
は
、
十
一
月
二
十
四
日
（

日
）
に
茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
第
一
部
の

式
典
を
行
い
、
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
和

楽
会 

昇
」
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
が

行
わ
れ
ま
す
。 

 
大
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
各

市
町
村
身
体
障
害
者
団
体
へ
詳
細
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

平
成
二
十
五
年
度
の
文
化
・
芸
術

祭
は
、
十
二
月
十
四
日(

土)

～
十
五

日(

日)

海
老
名
市
文
化
会
館
で
開
催

い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
る
と
言
う

こ
と
も
あ
り
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て 

積
水
ハ
ウ
ス
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
を
担
当

し
、
即
興
で
有
名
な
二
人
組
「
ア
ル 

ケ
ミ
ス
ト
」
の
出
演
を
予
定
し 

て
お
り
ま
す
。 

 

例
年
同
様
に
作
品
の
出
展
、 

音
楽
・
ダ
ン
ス
等
の
出
演
も
募 

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ 

の
成
果
を
披
露
し
て
み
て
は
い 

か
が
で
す
か
？ 

 

日
程
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で 

す
。 

《
十
二
月
十
四
日
》 

作
品
展
示 

十
一
時
～
十
六
時 

会
場 

三
五
一
～
三
五
三
多
目
的
室 

《
十
二
月
十
五
日
》 

作
品
展
示 

十
時
～
十
五
時 

会
場 

三
五
一
～
三
五
三
多
目
的
室 

発
表
会 

十
一
時
～
十
六
時(

予
定) 

会
場 

小
ホ
ー
ル 

※
作
品
応
募
申
込
み
期
限 

十
月
三
十
一
日
（
木
）
締
切 

 

神
奈
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
大
会
報
告 

 
 

視
力
部 

新
井

あ

ら

い 

修
身

お

さ

み 

 

去
る
六
月
三
十
日
、
小
田
原
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー｢

け
や
き｣

に
お
い

て
、
第
十
四
回
神
奈
川
県
視
覚
障
害

者
福
祉
大
会
が
、
視
覚
障
害
者
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
関
係
者
約
百
八
十

名
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
十
二
時
三
十
分
か
ら
の
開
会
式
で

は
、
長
年
に
わ
た
り
団
体
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
お
二
人
に
対
し
、
表

彰
が
行
わ
れ
た
。
二
宮
町
視
覚
障
害

者
協
会
会
長
の
星
野
和
男
氏
に
組
織

貢
献
賞
、
当
会
ス
ポ
ー
ツ
部
長
の
小

林
正
一
氏
に
ス
ポ
ー
ツ
貢
献
賞
が
そ

れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
た
。
十
三
時
か
ら

全
大
会
に
移
り
、
こ
こ
で
は
議
長
団
選

出
、
議
事
及
び
日
程
説
明
の
後
、
分

科
会
を
設
置
。
分
科
会
は
四
つ
、
第

一
分
科
会
「
生
活
文
化
会
」
、
第
二

分
科
会
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
分
科
会
」
、

第
三
分
科
会｢

職
業
・
経
済
分
科
会｣

、

第
四
分
科
会
「
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
弱

視
）
分
科
会
」
。 

 
各
分
科
会
で
は
地
域
視
覚
障
害
者

団
体
か
ら
の
提
出
議
題
に
対
し
、
活

発
な
討
議
の
上
、
全
て
採
択
さ
れ
た
。 

採
択
さ
れ
た
提
出
議
題
は
陳
情
書
と

し
て
行
政
、
鉄
道
、
金
融
な
ど
関
係 

 

機
関
に
提
出
し
た
。 

分
科
会
終
了
後
、
十 

四
時
三
十
分
よ
り
慶
応 

義
塾
大
学
教
授
中
野
泰 

志
氏
に
よ
る
「
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
弱

視
）
の
人
達
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
と
は
・
・
・
」
と
題
し
た
、
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
内

容
を
少
し
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
弱
視
）
の
人
達

は
、
外
見
上
は
視
覚
障
害
だ
と
い
う

こ
と
が
解
ら
な
い
の
で
、
一
般
の
人

に
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。
例
え
ば
、

駅
で
キ
ッ
プ
を
買
う
の
に
戸
惑
っ
て

い
て
も
、
全
盲
の
人
の
よ
う
に
「
何

か
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
優

し
い
声
が
か
け
て
も
ら
え
な
い
、
全

盲
よ
り
は
見
え
る
け
ど
晴
眼
者
よ
り

は
見
え
な
い
、
こ
の
両
者
の
狭
間
に

あ
っ
て
、
弱
視
者
は
大
変
苦
労
し
て

い
る
と
言
う
こ
と
を
遠
慮
せ
ず
、
必

要
な
環
境
整
備
や
支
援
等
を
一
般
社

会
に
向
け
て
、
訴
え
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。
と
い
っ
た
内
容
の
講
演
で
し

た
。 

 

十
六
時
か
ら
の
全
体
会
議
で
は
、

各
分
科
会
報
告
の
後
、
大
会
宣
言
、

大
会
決
議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、

十
六
時
三
十
分
大
会
は
終
了
し
た
。 
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さ
ん
ぽ
み
ち 

み
ん
な
の
広
場 

 

 
   

   

 

(5) 第124号        身 障 か な が わ       平成 25年 10月 15日 

 

波
瀾
万
丈
の
青
春
時
代 

藤
沢
市 

新
屋

し

ん

や 

次
郎

じ

ろ

う 

 

昭
和
二
十
六
年
秋
、
「
働
き
な
が
ら
学
校
に
行
く
」
親
代

わ
り
の
姉
に
そ
う
言
い
残
し
て
故
郷
鹿
児
島
を
後
に
し
た
。

あ
れ
か
ら
六
十
有
余
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
働
き
な
が
ら
勉

強
す
る
こ
と
は
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
時
代
だ
っ
た
。
定

時
制
高
校
四
年
進
級
を
前
に
し
て
力
尽
き
た
。
パ
ン
屋
の
店

員
、
新
聞
配
達
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
皿
洗
い
、
ホ
テ
ル
コ
ッ
ク
、

そ
し
て
都
バ
ス
の
運
転
手
、
そ
こ
で
東
京
都
人
事
委
員
会
の

高
卒
程
度
能
力
認
定
試
験
合
格
し
て
主
事
補
（
事
務
職
）
、

そ
し
て
つ
い
で
と
ば
か
り
大
卒
程
度
の
試
験
に
も
合
格
し
て

主
事
、
係
長
同
等
級
職
に
昇
任
し
た
が
、
わ
が
公
務
履
歴
書

簿
の
学
歴
欄
は
ま
だ
「
中
卒
」
の
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
れ
な
ら

ば
と
四
十
歳
を
前
に
し
て
、
高
校
に
復
学
し
よ
う
と
思
い
立

っ
た
。
水
質
規
制
担
当
職
だ
っ
た
の
を
い
い
こ
と
に
「
化
学

の
基
礎
を
勉
強
す
る
」
こ
と
を
妻
や
子
供
た
ち
へ
の
言
い
訳

に
し
た
。
真
面
目
な
生
徒
だ
っ
た
と
我
な
が
ら
思
う
。
わ
が

娘
と
同
年
代
の
女
性
教
師
に
お
だ
て
ら
れ
て
明
治
学
院
大
学

を
受
験
し
た
。
落
ち
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
合
格
、

入
学
し
た
。
そ
れ
を
聞
き
つ
け
た
局
報
の
編
集
委
員
が
写
真

入
り
で
取
り
上
げ
た
。
文
字
通
り
「
熟
年
学
生
の
誕
生
」
だ

っ
た
。
会
議
な
ど
で
本
局
の
庁
舎
内
を
歩
く
と
職
員
注
目
の

的
だ
っ
た
。
こ
の
頃
が
わ
が
人
生
で
最
も
読
書
量
の
多
い
時

期
だ
っ
た
。
品
川
か
ら
辻
堂
ま
で
の
一
時
間 

の
車
内
は
、
さ
な
が
ら
わ
た
し
の
動
く
書
斎 

と
言
っ
て
も
よ
か
っ
た
。 

 

 
鎌
倉
七
福
神
め
ぐ
り 

鎌
倉
市 

鈴
木

す

ず

き 

輝
行

て
る
ゆ
き 

鎌
倉
と
い
え
ば
神
社
、
仏
閣
が
多
い
で
す
。
表

題
に
関
し
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。J

R

北
鎌
倉
駅
か
ら
江
ノ
電
長
谷
駅
ま
で
の
徒
歩
約
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
七
福
神
を
め
ぐ
り
ご
利
益
が
得
ら
れ
る

と
言
う
コ
ー
ス
で
す
。
コ
ー
ス
の
順
序
と
し
て
は  

①
浄
智
寺
内
の
「
ほ
て
い
様
」(

家
庭
円
満
の
神
様) 

徒
歩
１
５
分 

②
鶴
岡
八
幡
宮
内
の
「
弁
天
様
」
（
芸
の
神
、
財
産

を
招
く
神
様
） 

徒
歩
２
０
分 

 
③
宝
戒
寺
内
の
「
び
し
ゃ
も
ん
て
ん
様
」
（
病
魔
退

散
、
財
宝
富
貴
の
神
様
）
徒
歩
５
分 

④
妙
隆
寺
内
の
「
じ
ゅ
ろ
う
じ
ん
様
」 

（
長
寿
の
神
様
） 

徒
歩
５
分 

⑤
本
覚
寺
内
の
「
え
び
す
様
」
（
商
売
繁
盛
、
五
穀

豊
穣
の
神
様
） 

徒
歩
５
分 

⑥
長
谷
寺
内
の
「
だ
い
こ
く
様
」
（
出
世
、
開
運
の
神

様
） 

徒
歩
２
５
分 

⑦
御
霊
神
社
内
の
「
ふ
く
ろ
く
じ
ゅ
様
」
（
知
恵
の

神
様
） 

徒
歩
５
分 

⇒

江
ノ
電
長
谷
駅 

徒
歩
５
分 

※
場
所
に
よ
っ
て
は
有
料
で
す
が
是
非
一
度
お
参
り

す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

番
に
い
る
警
官
に
頼
ん
だ
こ
と
も
あ

る
。
そ
し
て
、
テ
レ
ビ
を
見
る
時
も

ニ
ュ
ー
ス
や
ド
ラ
マ
は
台
詞
が
分
か

ら
な
い
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
自
分
の
見

て
い
た
漫
画
が
ア
ニ
メ
で
放
送
さ
れ

た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
。
何
故
な

ら
漫
画
の
台
詞
を
全
て
覚
え
て
ア
ニ

メ
で
台
詞
を
再
現
し
な
が
ら
見
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
困
っ
た
の

は
、
待
ち
合
わ
せ
の
時
だ
。
自
分
が

遅
れ
る
、
あ
る
い
は
相
手
が
遅
れ
た

時
の
連
絡
手
段
が
無
か
っ
た
の
だ
。

そ
れ
が
今
や
時
代
が
進
み
、
携
帯
メ

ー
ル
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
待
ち 

 

 
 
 
 
 

聴
覚
障
害
者
の
視
点 

 
 
 
 

聴
覚
部 

永
田

な

が

た 

英
司

え

い

じ 

  

私
は
聴
覚
障
害
者
と
し
て
生
ま
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
声
の
訓
練
を
受

け
な
が
ら
聴
者
の
世
界
で
育
っ
て
き

た
。
正
直
に
言
え
ば
、
耳
が
聞
こ
え

れ
ば
と
何
度
も
思
っ
て
き
た
。
学
生

時
代
に
は
携
帯
メ
ー
ル
が
ま
だ
無
く

、
帰
り
が
遅
く
な
っ
た
際
に
地
元
の

駅
へ
親
に
車
で
迎
え
を
頼
む
時
は
、

道
行
く
聴
者
に
駅
に
あ
る
公
衆
電
話

で
家
へ
の
連
絡
を
頼
ん
で
き
た
。
ま

た
は
、
地
元
の
駅
に
着
い
て
か
ら
交 

合
わ
せ
の
際
に
何
が
起
き
て
も
対
応

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
で

も
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
替
わ
り
、
生
放

送
も
完
全
で
は
な
い
も
の
の
字
幕
が

付
い
た
の
で
、
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
が

分
か
る
よ
う
に
な
り
、
邦
画
や
ド
ラ

マ
、
ア
ニ
メ
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
聴
覚
障
害
者
が
何

一
つ
不
自
由
な
く
暮
ら
せ
る
社
会
に

な
る
に
は
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か

る
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

毎
年
、
更
新
を
続
け
る
猛
暑
で
し

た
が
、
皆
様
、
お
元
気
に
夏
を
乗
り

越
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

 

私
の
町
で
は
、
七
月
の
終
わ
り
に
、

い
つ
も
買
い
物
を
し
て
い
た
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
閉
店
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
車
の
運
転
の
で
き
な
い
私

に
は
大
変
な
問
題
で
す
。
そ
ん
な
八

月
の
中
旬
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
我

が
鍼
灸
治
療
院
に
や
さ
し
い
声(

？
）

で
鳴
く
虫
が
滞
在
に
き
ま
し
た
。
日

中
は
気
が
つ
か
な
い
の
で
す
が
、
夕

方
に
な
っ
て
周
り
が
静
か
に
な
る
と

「
チ
ー
ッ
、
チ
ー
ッ
」
と
や
さ
し
く

鳴
き
ま
す
。
始
め
は
ベ
ッ
ド
の
近
く

で
、
次
の
日
は
パ
ソ
コ
ン
の
裏
の
方

で
と
場
所
を
変
え
鳴
い
て
い
ま
し
た

が
、
数
日
で
聞
こ
え
な
く
な
り
ま
し

た
。
出
て
行
っ
た
の
か
命
が
尽
き
た

の
か
・
・
・
？
自
然
に
囲
ま
れ
た
土

地
な
ら
で
は
の
豊
か
さ
が
あ
っ
て
‘

住
め
ば
都
’
と
感
じ
た
夏
で
し
た
。 

 

秋
は
行
事
も
多
く
お
忙
し
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に

留
意
し
て
益
々
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
に
！ 

編
集
委
員 

宮
里

み
や
ざ
と 

妙
子

た

え

こ(

山
北
町) 
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編

集

室
か
ら 

 
<10月> 
8日(火)  肢体部会役員会 
      (県社会福祉会館) 
12日(土)  第13回全国障害者スポーツ大会 

～14日(月) (東京都) 
22日(火)  身障かながわ編集委員会 
      (県社会福祉会館) 

27日(日)  福祉フェスティバル 
      (平塚市総合公園) 
27日(日)  スポーツフェスタ2013［視力部］ 

      (大磯～二宮) 
27日(日)  ボウリング記録会（知的） 
      湘南とうきゅうボウル 

30日(水)  社会参加推進協議会 
      (県社会福祉会館) 

 

<11月> 
4日(月)  肢体部会ダーツ大会 
      (藤沢市太陽の家体育館) 

10日(日)  視力部会女性部学習会 
      (座間市総合福祉センター) 
18日(月)  肢体部会研修会 

～19日(火) (伊豆潮風館) 

 
<12月> 
14日(土)  障害者文化・芸術祭 
～15日(日)  (海老名市文化会館) 
22日(日)  肢体部会青年部クリスマスの集い 

      (藤沢市) 
23日(月)  視力部会ボウリング大会 
      (未定) 

 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６ 

           ０４５－３１１－８７４４ 
              [推進センター] 
        ＦＡＸ：０４５－３１６－６８６０ 
http://www32.ocn.ne.jp/~kanagawa_sinsho 

県身連事業予定 

お知 らせ 

 各市町村の身体障害者団体では、会員を募集しており

ます。 

それぞれの団体で特色ある活動をしておりますので、

興味のある方は入会してみてはいかがですか？ 

 連絡先等の詳細については、県身連事務局までお問合

せください。 

ＴＥＬ 045-311-8736 ＦＡＸ 045-316-6860 

 


